
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

45,729,936平均値 60.0 62.3 61.7 66.1 68.4平均値 47.3 48.4 48.7 52.5 52.7

当該値 64.2 67.4 67.9 85.0 88.5

H29 H25 H26

当該値 29,563,573 29,558,789当該値 73.3 78.1 74.9 85.1 86.9

H27 H28 H29

近隣医療機関の増改築が進む中、新病院の建設が遅れ
たこと、また常勤医師増員の効果が現れるまで、想定
していた以上に時間がかかったことから、平成２９年
度においても厳しい経営状態となった。経常収支比率
は２６年以降、継続して１００％未満、病床利用率に
おいても５０％前後という低水準を推移しており、抜
本的な改革が必要不可欠である。３０年度において
は、２９年度に策定した第３次高松市病院事業経営健
全化計画（Ｈ３０～３２）において定められた、再
編・ネットワーク化として、高松市立市民病院と香川
診療所を統合した高松市立みんなの病院が開院するこ
とで、病床利用率等の経営指標は一定程度、改善され
る見込みである。ただ、新病院への移転に合わせた患
者数の調整による収益減や、施設規模拡大による経費
増も見込まれており、厳しい経営状態が予想される
が、これまで以上に良質な医療の提供に努めることで
患者数の更なる増加を図り、適正な病院運営に取り組
みたい。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

30,200,890 25,243,707 24,330,424

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 40,361,969 42,112,933 43,764,424 44,446,754

全体総括

平均値 24.3 24.2 25.3 25.2 25.4平均値 52.5 52.6 53.2 54.1 53.8

19.6当該値 63.8 70.1 77.6 82.4 81.0

平均値 51,813

当該値 19.6 19.1当該値 11,058 11,600 12,150 12,199 12,45048,701 48,465 19.0 20.0当該値 45,873

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 12,424 13,027 13,969 14,455 15,17155,265 56,892

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率、②器械備品償却率に
ついては、類似病院平均値を大きく上回ってい
る。これは、２８年度に減損会計を実施したこと
で、償却対象の有形固定資産の帳簿価格を減額し
たことや、平成３０年９月に新病院へ移転するた
め、資産の更新を控えたためである。このため、
新病院となる３０年度には数値の大幅な改善が見
込まれる。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

53,447 54,464

76.1 77.0

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

52.1 45.6 38.1 42.9 40.2 平均値95.4 93.6 91.8 91.6 92.1 平均値 76.1 75.7

46,685 48,537

34.8 41.9

平均値 100.4 99.7 98.8 98.5 98.7 平均値

181.6 277.5 259.9 当該値 51.2 45.976.2 71.2 76.7 当該値 79.8 153.2

76.0

当該値 100.6 96.1 90.7 86.3 90.6 当該値 88.2 81.8

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、②医業収支比率、③累積欠損金
比率、④病床利用率、⑦職員給与費対医業収益比
率については、依然として類似病院平均値を大き
く下回った（③、⑦については上回った）もの
の、前年と比較すると、改善している。
これは常勤医師の増加に伴う診療体制の充実に加
え、「救急受入体制」の強化や、「地域包括ケア
病棟」を開設したことによるものであるが、年度
前半での患者数の伸び悩み等が影響し、経営状況
の大幅な改善には至らなかった。なお、③累積欠
損金比率が大幅に高いことについては、資産の収
益性の低下により減損会計を適用し、多額の特別
損失を計上したことによるものであり、今後は減
価償却費が減少し、損益の改善が見込まれる。
今後においては、更なる医師確保や、診療体制の
強化で、新規患者の確保を図り、病院経営の健全
化に努めたい。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

37.9

237

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 急性期医療を担う中核病院として、地域医療機関
との連携を図りながら、良質な医療を提供するこ
とはもとより、公立病院として、救急医療や、が
ん治療など専門医療、実習生等の受入れによる人
材育成など、採算性等の面から民間医療機関では
困難な医療サービスの提供に努めている。

429,189 25,109 非該当 ７：１ 237 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 23 対象 ド 透 I 訓 ガ 救 臨 感 へ 地 輪 70 6 417

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 自治体職員 341

経営比較分析表（平成29年度決算）
香川県高松市　市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％)
【74.8】
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【64.7】
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②医業収支比率(％)
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①経常収支比率(％)
【98.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【51.6】
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②器械備品減価償却率(％)
【67.6】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

38,480,542平均値 59.1 68.9 68.0 70.0 71.0平均値 43.9 52.4 52.6 54.2 53.8

当該値 69.6 71.3 72.8 74.3 75.5

H29 H25 H26

当該値 13,266,138 13,214,080当該値 77.0 80.3 82.6 86.6 87.6

H27 H28 H29

患者数の減少等により、２９年度において、５年ぶ
りに赤字となった。人口減少、高齢化が進んでいる
という地域の特性上、大幅な患者数の増加は困難と
思われるが、できる限りの患者確保に向けた取組が
必要である。
２９年度は経常収支比率が１００％未満であり、病
床利用率が３年連続で７０％未満と、医療機能を十
分に発揮できていない状況だが、平成２９年度に策
定した第３次高松市病院事業経営健全化計画（Ｈ３
０～３２）において、高松市立みんなの病院の附属
医療施設として、再編・ネットワーク化を行うこと
や、経営改善に向けた様々な指標を設定しており、
これに基づき、経営状態の改善に努めたい。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

13,264,322 13,318,989 13,356,805

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,462,126 34,878,088 36,094,355 36,941,419

全体総括

平均値 19.0 17.9 17.9 17.4 17.0平均値 65.0 67.5 67.5 69.5 70.3

23.1当該値 73.6 69.9 71.8 78.0 97.6

平均値 23,475

当該値 22.8 24.4当該値 9,238 9,935 9,455 9,409 9,40216,163 16,718 23.5 22.1当該値 15,355

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,603 8,471 8,736 8,797 8,85224,882 25,249

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率、②器械備品償却率に
ついては、類似病院平均値を上回っており、類似
病院よりも老朽化が進んでいることが分かる。
③１床当たり有形固定資産についても、類似病院
平均値を大きく下回っており、施設設備への投資
が平均よりも少ない。
塩江分院は、３０年度に開院するみんなの病院の
附属医療施設として、観光施設と一体的に整備す
ることで検討を開始しているところであり、整備
完了までは、現有設備の適切な維持管理に努めた
い。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

23,857 24,371

66.8 67.9

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

91.2 94.9 101.2 107.2 114.4 平均値82.5 79.7 79.6 77.9 78.1 平均値 67.4 66.6

15,033 15,221

65.7 53.6

平均値 97.7 98.5 98.0 98.4 98.2 平均値

85.2 82.9 108.7 当該値 81.7 72.878.0 76.1 64.0 当該値 18.0 91.2

68.6

当該値 105.8 104.4 103.0 101.7 91.6 当該値 81.4 80.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、②医業収支比率、③累積欠損金比
率、⑦職員給与費対医業収益比率については、前年
度から悪化し、類似病院平均値を下回る（⑦は上回
る）結果となった。医業収益の減少が主な要因であ
る。
④病床利用率の低下からも分かるように、塩江地区
の人口減少のほか、入院患者の死亡や介護保険施設
への入所などが要因となり、患者数が大きく減少し
ており、それが医業収益に影響を与えている。
⑤入院患者１人１日当たり収益について、類似病院
平均値を下回っているものの、塩江分院は療養病床
のみであり、患者単価が急性期病院と比べて低いこ
とから、一般病床を含む類似病院平均値を上回るこ
とは困難である。

経営の健全化に向けて、患者数確保に努めなければ
ならない。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

69.3

67

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 塩江地域唯一の医療機関としての責任を果たすた
め、住み慣れた自宅で家族の負担を軽減しながら
安心して療養できるよう、「在宅療養支援病院」
として、医師、看護師が24時間・365日体制で患
者の在宅療養を支援している。また、訪問診療や
訪問看護を始め、歯科医師や理学療法士等、多職
種が地域に出向き、専門性を活かした活動の充実
のほか、交通手段を持たない地域住民のための患
者送迎バスの運行など、職員全員で地域を支える
「地域まるごと医療」を実践している。

429,189 3,621 第２種該当 ２０：１ - 67

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 7 - 訓 へ - - 87

87 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 -

経営比較分析表（平成29年度決算）
香川県高松市　市民病院塩江分院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％)
【74.8】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

③累積欠損金比率(％)
【64.7】
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【89.7】
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①経常収支比率(％)
【98.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【51.6】
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②器械備品減価償却率(％)
【67.6】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】
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【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】
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